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第１２回 議会運営委員会記録 

 

１ 日  時  令和６年１２月１６日(月)  午後３時５５分 開会 

２ 場  所  議会委員会室 

３ 出席委員  ８名 

委 員 長  霜 鳥 榮 之   委 員  堀 田 孝 次 

副 委 員 長  渡 部 道 宏   〃  天 野 京 子 

委 員  渡 邉 能 成   〃  阿 部 幸 夫 

〃  葭 原 利 昌   〃  横 尾 祐 子 

４ 欠席委員  ０名  

５ 欠  員  ０名  

６ 職務出席者 ２名 

議 長  小 嶋 正 彰  副 議 長  宮 﨑 淳 一 

７ 説 明 員  ０名 

       

８ 事務局員  ２名   

事 務 局 長  横 田 晃 悦  庶 務 係 長  霜 鳥 一 貴 

       

９ 件  名 

○事件 

１）追加議案の提出に伴う議会運営について 

２）全員協議会（執行部側）の追加案件について 

３）令和７年度予算に係る議員要望と査定結果、今後対応を要する課題等について 

４）その他 

 

○委員長（霜鳥榮之） ご苦労様です。一般質問終了後のお疲れのところお集まりいただきまして、ありがとうござい

ます。ただいまから議会運営委員会を開会いたします。それでは皆さんお持ちのタブレットを開いていただき、サ

イドブックスのアプリをタップしてください。次に、委員会フォルダの中の議会運営委員会フォルダをお開きくだ

さい。061216 議運レジメ修正版データが本日の資料となります。本日はこれに基づいて会議を進めますので、よろ

しくお願いをいたします。議長。 

○議長（小嶋正彰） 本日の議会運営委員会は、追加議案２件の審議方法を決めていただくこと、あわせて最終日の本

会議終了後に、新たに執行部において報告案件が生じたため開催いたします執行部側全協の追加案件の確認、また

先の議会側全協で話がありました、令和７年度予算に関わる査定結果の報告と今後の対応を要する課題等について、

委員会の意見交換を予定していると聞いておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

１）追加議案の提出に伴う議会運営について 
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○委員長（霜鳥榮之） はい。それでは、レジメ１）追加議案の提出に伴う議会運営についてを議題といたします。①追

加議案についてと、②追加議案の審査日程及び審査方法についてを一括して、事務局から説明を願います。事務局

長。 

○事務局長（横田晃悦） では１番、追加議案についてと、２番追加議案の審査日程及び審査方法についてご説明いた

します。追加議案につきましては、議案第 117 号特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例議定につ

いてと、議案第 118 号令和 6 年度新潟県妙高市一般会計補正予算括弧第９号の２件となります。議案第 117 号と議

案第 118 号ともに、多面的機能支払交付金の返還事案を受けて、議案第 117 号は、市長及び副市長の、令和７年１

月から３月までの給料月額 100 分の 10 を減額するための条例改正、議案第 118 号は、市長及び副市長の人件費の削

減、減額、返還対象組織からの返還金及び国県への返還金について補正を行いたいものです。次に②追加議案の審

議日程及び審議方法についてです。今回の追加議案の審議日程につきましては、議案審査は通常、事件議決、条例、

補正予算と進行するため、さっきの議運で、最終日即決が決まっている事件議決、第４次妙高市総合計画の次で、

人事案件の前となります。なお審議は、関連性を勘案して議案第 117 号と 118 号一括で、また、最終日即決で考え

ております。前後の流れにつきましては、レジメ１ページもしくは、４ページをご覧ください。もう、この後、この

追加議案２件の審議方法を決めていただきたいと思います。審議方法ですが、２つのパターンがあります。これに

つきましては２ページをご覧ください。議会運営マニュアルでは、定例会における提出議案の議案審議は、原則し

て所管委員会に関係議案審査付託するのが例であるとしておりますが、定例会において、委員会付託を省略し、直

ちに採決すべき議案の区分については、この議会運営委員会において決定するのが例であるとしております。それ

と審議方法案①は、これ委員会所管委員会付託し、委員会審査終了後、議場で委員長報告、報告に対する質疑、答

弁、採決という方法であります。詳細の流れは記載の通りでございますが、初日即決と違う点は、市長提案の後、

通告による総括質疑ができないと、ということで、少し複雑になりますが、自分の所管委員会にかかる質疑以外、

について１人３回目までの質疑を行い、その後、それぞれの所管委員会に付託となります。本会議を休憩し、総務、

産厚の順で、常任委員会を開催、審査を行うことになります。なお、インターネット中継パソコン等の準備で、質

疑を整理する、委員長報告をまとめる時間が必要となりますので、発言内容、量によっては、１時間から１時間半

程度要するものと考えております。もう一方の審議方法案②は、委員会付託なしのパターンです。委員会付託せず

に、本会議場において、全議員で質疑回数３回適用除外、所管制限なしで質疑、審議していただき、討論後、起立採

決するという方法です。どちらの方法とするか諮っていただきたいと思います。説明は、以上でございます。 

○委員長（霜鳥榮之） はい。ただいま説明がありました。本会議最終日における追加議案についてと、追加議案の審

議日程及び審議方法についていうことになりますが、先に追加議案の審議日程について何かございますでしょうか。

審議日程についてはよろしいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（霜鳥榮之） はい。それでは次に、審議方法について伺います。特に議案第 117 号と議案第 118 号の審議方

法案①と案②について、それぞれ何かございますか。ご意見等いかがでしょうか。はい。はい。堀田委員。 

○委員（堀田孝次） 堀田です。非常にデリケートな問題であると私は考えております。それは前例もあまり私経験も

ないもんですから、これに関しては、①で時間かかりますけども、やったらいかがかというふうに思いますが、よ

ろしくお願いします。 

○委員長（霜鳥榮之） はい。ちょっと待ってよ。①というのは。 

○委員（堀田孝次） ②です。ごめんなさい。悪いです。すいません。②です。②です。 

○委員長（霜鳥榮之） よろしいですか。はい。他にいかがですか。はい。横尾委員。 
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○委員（横尾祐子） はい。私も即決でいいかと思いますので②でお願いいたします。 

○委員長（霜鳥榮之） はい。今、②の即決でっていう形でご意見がありました。お諮りします。②でいかがかというこ

とですが、いかがでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（霜鳥榮之） はい。異議なしと認めます。それでは、所管委員会付託なしで、②の即決で進めさせていただき

ます。日程第５の議案第 117 号と議案第 118 号の審議、審議方法については、では議案第 117 号特別職の職員の給

与に関する条例の一部を改正する条例議定についてと、議案第 118 号令和６年度新潟県妙高市一般会計補正予算括

弧第９号は即決として、所管委員会に付託しないで審議することでご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（霜鳥榮之） ご異議なしと認め、日程第５議案第 117 号と議案第 118 号は即決として所管委員会付託しない

で審議することで決定されました。 

 

２）全員協議会（執行部側）の追加案件について 

○委員長（霜鳥榮之） 続きまして、２）全員協議会、執行部側の追加案件についてに移ります。事務局から説明願いま

す。事務局長。 

○事務局長（横田晃悦） はい。執行部側から、19 日の定例会最終日の本会議終了後に説明したいという案件があると

申し出がありました。案件につきましては２点で、１点目につきましては、えちごトキめき鉄道に対する新たな行

政支援スキームの検討状況についてということで、令和８年度からの支援スキームを説明したいというものです。

もう１点は、妙高高原駅バリアフリー化手法の変更についてということで、これまでのエレベーターから表面乗り

換えに手法変更すると、ことを説明したいというものです。資料につきましては、11 日に皆さんにタブレットアッ

プさせていただいております。また本件２件につきましては、所管課説明後に質疑は可能ということであります。

以上です。 

○委員長（霜鳥榮之） はい。全協案件については質疑ができるということなので、そこでの質疑をしていただき、い

ければと思います。 

 

３）令和７年度予算に係る議員要望と査定結果、今後対応を要する課題等について 

○委員長（霜鳥榮之） それでは、続きまして、令和７年度予算に係る議員要望と査定結果、今後対応、今後の対応を要

する課題等についてに移ります。資料について事務局から説明後、今後対応を要する課題等を中心に、委員間で意

見交換を行いたいと思います。最後のページになりますが、まず事務局から説明を願います。事務局長。 

○事務局長（横田晃悦） 資料についてご説明いたします。まず、予算査定の結果の全般について報告させていただき

ます。条例や規則、報告書等に抵触する内容以外ですね、委員の皆さんから、要望はすべて俎上に上げまして、概

ね要望通りの予算を確保できる見込みとなっております。１つずつですね、報告させていただきますのでよろしく

お願いします。まず一番上の報償費です。こちらの方につきましては、結果 18 万円から 20 万円に、２万円増額と、

いうことになっております。旅費につきましては、結果につきましては常任委員会が９万円から 11 万円に２万円の

増額、議員は４万円から５万円の１万円増額ということで、いずれも内定しているということです。広報広聴委員

会に対する、委員会調査に係る費用弁償の新設ということで要望がありましたが、こちらは自治法上の規定により

まして、支出がちょっとできないということとなっております。次、需用費です。需用費につきましては、まず、ま

ず議会報告会、意見交換会の費用を消耗品費に含むのではなく、別枠での明確化と５万円程度の増額と、それと関
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連するんですが、図書館費を消耗品費に含むのではなく、別枠での明確化を、いう要望がありました。上の方につ

きましても、下の方もそうなんですが、基本的に予算の全体表記の統一っていうことがありまして、これだけ別枠

というわけではちょっとできなくてですね、これはやはり消耗品だという中で、括られてしまうんですが、上の方

の議会報告会・意見交換会の方につきましては、今年度に比べて 6080 円、少しですが、増額を内定いただいており

ます。それと図書館費につきましては、１万 5000 円ということで、今まで消耗品としては持ってあったんですが、

消耗品の中で１万 5000 円ということで、新たに内定をいただいています。次に、防災、夏用の服の新規購入、こち

らの方につきましては、やはり操法とかなんかですね、いろいろ行事でたときに夏暑くて大変だということもあっ

てですね、要望しまして、上着、図面、ベルトということで購入することで新規内定をいただいております。予算

額としては、31万 6580 円ということになっております。続きまして、議員報酬や定数の関係で市民アンケートを考

えてはどうかという話があります。こちらの方につきましては、議員報酬や定数の関係というのは非常に慎重な協

議が必要な案件ということになったらですね、こういうふうに実施の有無につきましては、議員間で実施の有無も

実施も含めて、協議方針決定等が必要と、いう案件となって考えております。ただもし、実施するとなれば、費用

は既決予算で対応できるというふうに見込んでおります。次、役務費、タブレット通信費の全額市負担への見直し、

とこれに関連しますがＷｉ－Ｆｉ運用とすることで、通信費、議員負担の廃止、こちらの方につきましては、両方

ともＩＣＴ推進プロジェクト会議の報告書の中でですね、これ議運で承認して全員での説明等されてると思うんで

すが、これ決定事項の議員の二分の一負担という原則があります。それとあと、機種選定の経緯等っていうことも

もうありまして、これとは異なった内容となるため、もしこれが見直す必要となれば、既存報告書をもとにして、

議員間で協議、方針等決定が必要となってきます。次、委託料、議会報告会等で使用する議会活動周知用動画作成

と、こちらの方につきましては、はやり、映像が、なかなか公職選挙法の関係で、例えば選挙が近くなってそれを

使ってるとなると、事前活動、いうふうにとらえられる可能性が高いと言うことで、他の自治体で作成した動画を

活用と、するという方法で考えております。続きまして、使用料及び賃借料ですね、タブレットの活用を目的とし

たマイクロソフト 365 の導入、こちらの方につきましても、先ほどのＩＣＴの報告書の中でですね、協議過程を見

ると、これを検討した経過があるんですが、もう今回見送るという方針がここで出されていたもので、これまたタ

ブレットを活用したマイクロソフト 365 導入を進めるとなると協議が必要と、いうふうになってきております。続

きまして裏面にいきましてですね、負担金補助及び交付金と、こちらの方まず関連性がある政務活動費の増額 2 件

ですね。こちらの方につきましては、特別職報酬等審議会で諮問、答申を要する事案となります。こちらの方、他

の自治体も見ますと、議員、議会の議員の定数及び報酬等に関する特別委員会等を立ち上げて、その中で審議をし

て、その上で特別職報酬等審議会へ答申、お願いしてると申し入れをしているというような流れとなりますので、

そちらの方で簡単には決められないというふうに、これを議員さんの中で協議してもらってどうするかという方向

性を出してということになります。続きまして政務活動の手続きについて負担軽減したらということで、こちらも

逆にちょっと長く長いんですが読み上げますと、タブレット通信費と議員２分の１負担というのは原則と、それだ

ったら政務活動費から支出、補填ではなく、議員から全額徴収１回しているところを、２分の１と最初からしてお

けば、わざわざ政務活動費で２分の１を請求する必要がなくなって、手続きも簡素かできるし、この２分の１負担

の原則が変わらないという提案をいただいております。こうすることによって、政務活動費の、今まで通信費より

出していた分が、出さなくてよくなりますので、その分研修や図書館購入で使えるという提案をいただいてます。

これについては、議員２分の１の負担軽減には繋がらないということがあります。こっちの方につきましては、先

ほど、お話した通り、ＩＣＴの報告書の関係が出てきますので、こちらの方をどうするか、報告書の見直しも含め

て検討を要する事項となります。あと政務活動費の先払い希望と、あと規定の見直しが必要、この政務活動費の規
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定の見直しなんですが、両方ともですね、これまでの制度の見直しの変遷だとか、経緯を踏まえてですね、これは

やはり議員間で協議、方針決定が必要な案件ということになります。で、これ最後ですね、これ予算、決算附属書

類等の市負担を要望、今購入していただいてるんですが、こちらにつきましてはＩＣＴ等の報告書の中で、令和５

年６月定例会からペーパーレス化を本格実施するという方向となって、そもそも購入するっていうのが、普通なら

考え、考える、これもう決まってるんですね、考えるべきではないと、いうこと、ここらへんが査定結果課題とな

っております。こちらの方ですね、結果はこういうふうになっております。それをもとにして、上でいわゆる、方

針が出てない、ものと、これまで議運の中でいろいろ協議して、課題として挙げられたものも、その後、また他の

議員の皆さんからですね、話を事務局として聞いても含めた課題としては、以下の下のまる７点になります。１点

目については、会派に入ってない議員の総括質疑の発言、質疑について、それと２点目については政務活動費の運

用、支出可能な範囲の明確化、③として会則、会議規則、マニュアル等に関する事項ということで、通年議会の検

討、総括質疑一般質問ブラッシュアップ、議会モニターの設置、政務活動費の支払い方法と、制度全体の精査、議

会報告会意見交換会のやり方、４つめとしては、魅力ある、なり手ある議会を目指した議員定数及び議員報酬等の

検討、４点目として人口減少対策、議会としての対応について、５点目としてタブレット端末に対する事項、ＩＣ

Ｔ推進プロジェクト会議報告書の検証。それと、最後、妙高市手話言語条例の施行に対する議会の対応ということ

で、これは今後、この７点、今、議題、課題として、上がってきているということになります。説明としては以上と

なります。 

○委員長（霜鳥榮之） はい。いろいろ説明をいただきました。まず、令和 7 年度予算に関わる議員要望等の査定結果

等について、皆さんご意見等何かございますか。はい、渡邉能成委員。 

○委員（渡邉能成） すいませんちょっと念のため確認なんですけど。予算書決算書附属書類等の市負担の要望というこ

とで、要望されているんですが、この回答は、ペーパーレス化を本格実施してるから、それはなしよというお話な

んですけど、あれなんですかね、市役所の職員、課長とか予算書行っているのは、あれも買ってるんですか。 

○委員長（霜鳥榮之） 事務局長 

○事務局長（横田晃悦） 私、財務課に確認したんですけど、課長には予算書、決算書は渡してないと。 

○委員（渡邉能成） 全部タブレットなんですか。 

○事務局長（横田晃悦） タブレットです。以上です。 

○委員（渡邉能成） うん。うん。いいです。 

○委員長（霜鳥榮之）そういうこと、そういうことのようです。これからどうするかっていうこともあるんですが、い

わゆるその 12 月４日に開催した全員協議会において、全議員への情報提供について要望があったと思います。別途

改めて資料アップするのではなく、本日の議運資料に掲載されていることを、メール等で周知していきたいと、続

きまして、今後対応を要する課題等についてどうしようかということになりますんで、全部こう見てって、あちこ

ち見てっても、なかなか大変なんですが、一覧表、表の方の中ではちょっと薄く塗りつぶし等ありますけども、い

わゆるその下のマルぼっち、今後の対応を要する課題等、どのような対応を図るかと、いうことでもってここだけ

ちょっと皆さんと意見交換をしておきたいなというふうに思います。①②③④っていう形でもって大体項目的に７

つあるんですが、すべての検討を行うのか、選別して、そっからスタートしていくのか。それから、すべてを議運

で協議するのか、或いは議運で協議する項目と、任意の小委員会を設置して協議するとか、小委員会ではなくて特

別委員会を設置して協議するとか、或いはメンバーをどうするとか、それから検討期間をどのようにするとか、そ

の辺のところ、率直な意見交換をさせていただきたいなというふうに思います。それぞれ出された中でもって、急

いでこれから、これから、これはこれはこれはっていうのをやっていこうよと、それやるについて、今言ったよう
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に、組織的にどうするかと、ここで全部やるのか、或いは小委員会作ってやるのか、その辺のところ、ちょっと意

見交換をさせていきたいな、いただきたいなというふうに思うところでございますが、突然の話ですけども、若干

休憩を挟んで、とりあえず下ごしらえしてから、形づくりをしていきたいなというふうに思います。暫時休憩をい

たします。 

休 憩  午後４時２０分 

再 開  午後３時３５分 

○委員長（霜鳥榮之） それでは休憩を解いて会議を続けます。はい。いろいろとご審議ご意見ありがとうございまし

た。項目は、提示してありますけども、このうちの上から３つ、会派に入ってない議員の云々と、次の政務活動費

の運用の関係と、それから会議規則マニュアル等に関する事項と、この３つをひとまとめにしたグループっていい

ますかね、小委員会、それからその下の方へ来て、タブレットの端末の関係する事項と、議場のモニターの関係、

この２つを１つにして、いわゆる２つのグループっていうかね、班っていうかね、そこでもって審議を進めていく。

こういう形でもって、よろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり。〕 

○委員長（霜鳥榮之） そのように進めさせていただきます。それでメンバーの関係については、先ほどご意見ありま

したように、それぞれの得意分野の関係と人事の関係からんできますんで、議長、副議長、それから委員長、副委

員長に、お任せをいただいて、そこで相談して、このグループ分けを考えていきたいというふうに思いますけども、

いかがでしょうか。 

                 〔「異議なし」と呼ぶ者あり。〕 

○委員長（霜鳥榮之） はい。はい、じゃあそのようにお願いをいたします。で、検討の期間なんですが、若干時間かか

りますので、そこでもって相談した時点で、また皆さんにお諮りすると、いうことにしていきたいと思いますけど

も、よろしいでしょうか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり。〕 

○委員長（霜鳥榮之） はい。それでは、そのように諮ります。では小島議長、宮崎副議長、それから渡部副委員長と私

を含めた４人で、この今ほどの内容をもう一度精査させていただいて、改めて皆さんにお知らせして進めていくと

いうことでまとめたいと思います。はい。それでは、その他に皆さん何かございますか。特段ないようですので以

上をもちまして、議会運営委員会を閉会させていただきます。大変お疲れ様でした。 

 

 

閉 会  午後４時３７分 

 

 

 


